
1. はじめに
　RExcel シリーズ第 6 回では、前号に引き続

き R と Excel VBA（以下、VBA）を利用した

マクロ・プログラムを試作します。

　今号は、コンジョイント分析の質問への回答

結果を分析するプログラムです。前号のプロ

ファイル作成プログラムを利用してプロファイ

ルを作成・出力したシートに回答結果を入力し、

分析を実行します。

　プログラムは、前号と同じく㈶統計情報研

究開発センターの Web サイト（http://www.

sinfonica.or.jp/）内の［刊行物］＞［ESTRELA］

＞［参考］から、テキストファイルとしてダウ

ンロードできます。入力作業を省きたい方は、

同ファイルをご利用下さい。プログラムの入手

/ 入力方法の違いにかかわらず、本プログラム

についても R と同様に、利用者の自己責任の

もとでご利用下さい。著者及び㈶統計情報研究

開発センターともに、本プログラムの利用に関

して一切の責任を負いません。

2. 分析方法の概要
　本プログラムでは、「順位付け」あるいは「評

定」によるコンジョイント分析の質問への回答

結果を、R にデフォルトでインストールされる

stats パッケージ内の関数 lm（線形回帰分析）

によって分析します。各属性変数（説明変数）

には、その属性に含まれる水準を「1」からの

整数値として表現したデータを用いますが、R

の関数 factor を利用して（R でいうところの）

因子に変換し、さらに R の関数 contrasts によっ

て各属性変数（因子）に含まれる（各水準に対

応した）係数推定値の和がゼロになるように制

約（対比）を課しています（対比については文

献 [7] の第 5 章）。各属性の重要度は、当該属

性に含まれる係数推定値の最大値と最小値の差

（効用差）を計算した上で、すべての効用差の

合計で各効用差を除して 100 を乗じることで求

めています。

　なお、本プログラムとは別のアプローチを紹

介している R 関連の文献 [4][9] もありますので、

関心のある方はご参照下さい。
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3. プログラムの解説
⑴　各種情報の取り込み

　図 1 は、Excel のシート上に整理した各種情

報を取り込む作業を実行する部分のプログラム

です。

　属性・水準を整理したセル範囲から属性数を

求める一方（11 〜 12 行）、プロファイル集合

が入力されている範囲からプロファイル数を算

出しています（13 〜 14 行）。それらの情報を

利用して、プロファイルと回答結果が入力され

ているセル範囲を、名前で参照できるように設

定しています（15 〜 16 行）。さらに、水準数

の最大値を求めた上で、各属性の水準数を保存

しています（18 〜 23 行）。

⑵　Rでの分析の実行

　図 2 は、Excel から R へデータを転送し、分

析を実行する部分のプログラムです。

　R と Excel を結びつけ（25 行）、Excel 上で

DataSet と名付けた範囲を R へデータフレーム

mydf として転送しています（27 行）。データ

フレームに含まれる説明変数の名前を“x+ 数

字”（数字は「1」からの整数）に変更した上で

（28 〜 29 行）、被説明変数と因子に変換した説

明変数を新たなデータフレームに保管していま

す（30 〜 34 行）。各属性に含まれる水準の係

数推定値の和がそれぞれゼロになる制約を課し

た上で回帰分析を実行し、その結果を保存して

います（35 〜 37 行）。

⑶　分析結果のExcel への転送

　図 3 は、分析結果を R から Excel へ転送・整

理する作業を実行する部分に該当します。

　分析結果を表示（転送）する Excel のシート

上の範囲（表）に表頭項目を設定した上で（39

〜 46 行）、係数推定値等を転送しています（48

2011年1月（No.202）　ESTRELA ● 47

図1　回答結果分析プログラム⑴
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図2　回答結果分析プログラム⑵

図3　回答結果分析プログラム⑶



〜 70 行）。係数推定値にはゼロ和制約が課され

ているため、各属性の最後の水準（j 水準属性

なら「第 j 水準」）に該当する推定値が、関数

lm の出力には含まれていません。そこでゼロ

和制約から、当該推定値を Excel 上で計算・表

示しています（65 〜 68 行）。

⑷　重要度の計算と決定係数の転送

　図 4 は、各属性の重要度の計算と決定係数を

転送するコードを示します。

　各属性の水準の係数推定値からそれぞれ最大

値と最小値を探索し、その差を「効用差」列に

表示させています（72 〜 83 行）。すべての属

性の効用差を求めたところで、各属性の重要度

を計算・表示しています（85 〜 91 行）。最後に、

（自由度調整済み）決定係数を R から Excel へ

転送・表示しています（93 〜 99 行）。

4. 実行例
　前号と同じ 3 つの属性 a、b、c から構成され

る商品を対象としたコンジョイント分析の実行

例を考えます。属性 a と b は 2 水準属性、属性

c は 4 水準属性です。

　本プログラムでは、水準を数字で表現したプ
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図4　回答結果分析プログラム⑷



ロファイル集合の右側の列に、回答結果を入力

します（図 5 の E 列）。プロファイルに対する

評価は、「順位付け」と「評定」のどちらかで

すが、ここでは「順位付け」とします。今回は

8 枚のプロファイルがありますので、1 〜 8 位

の順位が付けられます。重複順位はないとし

て、Excel に入力する「回答」は、1 位を「8」、

2 位を「7」、…、8 位を「1」と、高順位ほど大

きい値を割り当てます。

　使用するプロファイル集合は、前号と同じ条

件で作成したものです。しかし、前号のプログ

ラムは、実行状況によって異なるプロファイル

集合を出力する可能性があります。そこで、ご

自身の前号のプログラムの実行結果（プロファ

イル集合）と、図 5 のプロファイル集合を比較

し、異なる部分があるときには、図 5 のプロファ

イル集合に一致するように、ご自身のプロファ

イル集合を修正して下さい。この確認・修正作

業の後、図 5 のセル E7 〜 E15 の変数名とデー

タを入力して下さい。

　 以 上 の 準 備 が 完 了 し た と こ ろ で、Excel

の メ ニ ュ ー か ら「 ツ ー ル 」 →「 マ ク ロ 」

→「 マ ク ロ 」 と 進 み、「 マ ク ロ 名 」 と し て

「AnalyzingResponses」を選択して［実行］ボ

タンを押します。

　本プログラムでは、ダイアログボックスを通

じた各種情報の入力はありません。必要な情報

を自動的に収集した上で分析を開始し、プロ

ファイル集合の下方のセル範囲に結果を出力し

ます。

　Excel のシート上に出力される分析結果は、

「 係 数 推 定 値（Estimate）」「 標 準 誤 差（Std. 
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図5　プログラムの実行結果例



error）」「t 値（t value）」「p 値（Pr（>￨t￨））」「効用差」

「重要度」「決定係数（Multiple R-squared）」「自

由度調整済み決定係数（Adjusted R-squared）」

です。ただし、カッコ内は、関数 lm がデフォ

ルトで出力する際の表記で、Excel では表示さ

れません。

　係数推定値は、属性ごとにまとめられ、各属

性の最終水準の係数推定値はゼロ和制約を利用

して計算しています。たとえば、4 水準属性 c

であれば、水準 c1、c2、c3 の係数推定値の合

計値の符号を逆転させることで、水準 c4 の係

数推定値を求めています。

　効用差と重要度は、それぞれ属性ごとに 1 つ

の値として計算されるため、属性名を配置して

いる行に表示しています。効用差は、その属性

に含まれる水準の係数推定値のうち、最大値と

最小値の差として求めています。たとえば、4

水準属性 c では、最大の係数推定値 2.5 と最小

の係数推定値− 2 の差である 4.5 となります。

すべての効用差の合計で各効用差を除し、さら

に 100 を乗じて得た値が、各属性の重要度にな

ります。ここでは効用差の合計が 7 ですから、

重要度は属性 a が 28.6、属性 b が 7.1、属性 c

が 64.3 となっています。

5. おわりに
　半年間にわたって連載 RExcel シリーズにお

付き合いいただきありがとうございました。少

しでもお役に立てる情報を提供できていれば、

私としても大変うれしく思います。

　最後になりましたが、同志社大学の金 明哲

先生には、本シリーズ執筆のご縁を結んでいた

だきましたこと、記して感謝申し上げます。

＊参考情報
　実証経済学のさまざまな分野で活用されてきて
いるコンジョイント分析に類似の手法として、選
択実験 / 選択型コンジョイント分析がありますが、
プロファイルの作成や回答結果の分析などの方法
が、通常のコンジョイント分析と異なります（[1]
[5][6][10][11][12]）。R で選択実験を試みたい方は、
文献 [3] が参考になると思います。ただし、同文献
では選択肢集合の作成に AlgDesign パッケージ [13]
の利用を紹介していますが、現在では DoE.base
パッケージ [8] を利用した方が効率的と思います。
また、RExcel を利用した選択実験向けアプリケー
ション [2] もあります。興味のある方は農村工学研
究 所 の Web サ イ ト（http://nkk.naro.affrc.go.jp/）
内の［お役立ち情報］＞［データベース・プログラム］
＞［選択実験 / 選択型コンジョイント分析向けア
プリケーション及び関連情報］をご参照下さい。
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